
浦
添
市
と
の
交
流
は
、
愛
知
県
が
1
9
6
2
年

（
昭
和
37
）に
愛
知
県
出
身
の
英
霊
を
祭
る「
愛
国

地
租
の
塔
」を
浦
添
市
に
建
立
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
土
復
帰
以
前
の
厳
し
い
渡

航
制
限
の
な
か
で
、
ま
ず
、
両
市
の
行
政
事
務
研
修

の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1
9
7
2
年

（
昭
和
47
）の
本
土
復
帰
と
と
も
に
、
さ
ら
に
交
流

が
盛
ん
と
な
り
、
1
9
8
1
年（
昭
和
56
）11
月
4

日
、
大
勢
の
市
民
が
見
守
る
な
か「
友
好
都
市
提
携

協
定
書
」の
調
印
式
が
、
本
市
の
市
民
会
館
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

友
好
都
市
提
携
を
結
ん
だ
こ
ろ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
が
中
心
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
文
化
交
流
も
行

わ
れ
、
文
化
協
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の

会
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
2
団
体
各
25
人
、
2
泊
3
日
の
受
け
入
れ
、

派
遣
の
交
流
を
相
互
に
行
っ
て
い
ま
す
。

交
流
の
き
っ
か
け

浦
添
市
は
、
沖
縄
本
島
の
南
部
に
位
置
し
、
東
シ

ナ
海
を
望
む
年
平
均
気
温
22
℃
の
亜
熱
帯
海
洋
性
気

候
に
属
し
て
い
ま
す
。
古
く
は
琉
球
の
最
初
の
王
と

さ
れ
る
舜し

ゅ
ん
て
ん天
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
王
を
輩
出
さ

せ
、
王
都
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。
浦
添
城
跡
を
と

り
ま
く
数
々
の
遺
跡
、
文
化
財
は
そ
の
恵
ま
れ
た
地

形
と
相
ま
っ
て
私
た
ち
を
歴
史
の
世
界
に
い
ざ
な
っ

て
く
れ
ま
す
。
近
年
で
は
、
那
覇
市
と
宜
野
湾
市
に

挟
ま
れ
た
地
理
的
条
件
か
ら
商
業
都
市
と
し
て
発
展

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
面
積
19
・
09
㎢
と
比
較
的
小

さ
な
地
域
に
人
口
10
万
8
千
人
の
市
民
が
住
み
、
過

密
化
が
進
む
市
街
地
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
用
地

が
市
域
の
14
・
4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

【
特
産
品
】　

海
ぶ
ど
う
、
車
え
び

【
有
名
人
】　

仲
間
由
紀
恵（
女
優
）、
デ
ニ
ー
友
利

（
野
球
選
手
）、
モ
ン
ゴ
ル
800（
歌
手
）

浦
添
市
に
つ
い
て

蒲
郡
市
と
沖
縄
県
浦
添
市
が
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
早
や
25
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
号
で
は
、
こ
の
良
好
な
関
係
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
に
、
ま
た
、
新
た
な
交
流
が

で
き
る
よ
う
、
両
市
民
か
ら
意
見
を
募
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲琉球舞踊を披露する浦添市民

▲バスケットで交流する子供たち

交
流
の
き
っ
か
け

浦
添
市
に
つ
い
て

祝 友好都市提携25周年
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沖 縄

浦添市
人口：108,294人
面積：19.09㎢
世帯：40,823世帯

（平成18年9月末日）

浦添市

祝 友好都市提携25周年
～永遠につづく友好関係を～


